
（独）自動車技術総合機構交通安全環境研究所における
鉄道分野の“安全”及び“環境”にかかわる取組について

平成29年6月9日

第二回

鉄道分野における新技術に関する懇談会

交通安全環境研究所のご紹介

昭和25年4月 運輸省の総合技術研究所として運輸技術研究所を設立
昭和38年4月 運輸技術研究所改組再編成により船舶技術研究所設立
昭和45年7月 船舶技術研究所より分離し、交通安全公害研究所設立
平成13年1月 中央省庁再編により国土交通省交通安全公害研究所に移行
平成13年4月 独立行政法人交通安全環境研究所設立
平成28年4月 自動車検査独立行政法人と統合し独立行政法人自動車技術

総合機構設立

沿革

1

国の施策に対する自動車技術総合機構と交通安全環境研究所の位置づけ

資料３
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交通安全環境研究所のご紹介
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交通安全環境研究所の役割と各部の業務内容

主な研究設備

都市内鉄軌道用台車試験設備 低視程実験棟鉄道運転シミュレータ

鉄道分野の研究における重点分野
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都市交通システム等に用いられる技術の安全性・信頼性に関し、安全性評価・
認証の的確な遂行に資するよう、国内外の動向を踏まえた評価手法の研究を
行い、新たな技術の導入促進及び我が国鉄道技術の海外展開に貢献を行うも
のとする。

都市交通システムの安全性・信頼性評価

「平成28年度～平成32年度までの中期計画期間において重点的に推進する
べき研究開発の方針」より、「鉄道等」を抜粋

自動車等で急速に進展している情報通信技術や各種センサ技術に着目し、低
コストで鉄道等の安全運行、予防保全等を実現する手法の研究を行い、地方
鉄道等の安全性向上に貢献を行うものとする。

地方鉄道の安全性向上

超高齢化・人口減少等の社会情勢の変化に対応し、高齢者、交通弱者等の移
動性向を考慮した交通システム技術や軌道系交通システムと自動車交通の連
携を踏まえた公共交通導入評価手法に関する研究を行い、地域の特性に適し
た公共交通の整備に貢献を行うものとする。

公共交通の導入促進・評価



都市交通システムの安全性・信頼性評価
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安全性評価事例

新たな交通システムの評価例
ゴムタイヤ式新交通システム
リニアモータ駆動小型地下鉄
磁気浮上式鉄道（リニモ）
ＩＭＴＳ（Intelligent Multimode Transit System）

新しい安全技術の評価例
無線式列車制御システム（ＣＢＴＣ）
列車検知システム
可動式ホームドア
信号保安システム（ATS，ATC等）
電子連動装置

事故解析を通した安全性解析手法の検証（FTA, FMEA等）
信楽高原鉄道事故
JR福知山線脱線事故

安全性評価実績は、100件以上

これまでの実績

都市交通システムの安全性・信頼性評価

軌道系交通システムの国際展開に対応した技術評価手法に関
する研究（平成27～29年度）
新たな技術・システムが安全性等の要件を満たしているか検証

海外プロジェクト向けの安全性評価が増加
国際展開への貢献
鉄道分野の国際規格適合性認証の技術的基盤

これまで蓄積してきた技術的知見をもとに、国際標準のリスク分析
手法との整合や安全性と信頼性の両立を考慮した評価手法を研究
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現在進行中の研究テーマ



都市交通システムの安全性・信頼性評価
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鉄道における磁界評価に関する調査（平成27～29年度）
鉄道における磁界は、技術基準省令及び解釈基準において、人体
影響の観点から、電車線や変電所等から発生する商用周波数の磁
界を対象に規制が設けられている

この規制は、ICNIRP（国際非電離放射線防護委員会）の国際的な
ガイドラインに整合

磁界の大きさや周波数が変動する鉄道車両の磁界の測定・評価手
法及び磁界の低減方策を研究

センサ部 ロガー部
制御用ＰＣ

【フラックスゲート式】

磁界センサ

現在進行中の研究テーマ

地方鉄道の安全性向上
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これまでの実績

モニタリング技術・状態監視
予兆を捉えて事故の未然防止⇒ 継続課題

省コスト予防保全支援システム
（プローブ車両）

センサ類を車内に設置（営業車の運
転台等）
可搬型装置で機動性を実現

車内で得られる情報から軌道の異常
（あるいはその徴候）を検知

軌道データの遠隔自動収録や走行音
データの活用等の検討

軌道状態常時モニタリングシステム
（PQモニタリング台車）

非接触式センサを採用することで車
軸穴・スリップリングを除去
営業運転中の脱線係数測定が可能



地方鉄道の安全性向上
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これまでの実績

モニタリング技術・状態監視

プローブ車両を用いた軌道管理手法の例

地方鉄道の安全性向上
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これまでの実績

モニタリング技術・状態監視

PQモニタリング台車に収録されるデータの活用方策
大量の波形データが蓄積
波形のままで比較することは困難

特徴量として各曲線の最大脱線係数を抽出してデータベース化：帳票データ

波形データと帳票データを適宜使い分けながら分析を進める
全体傾向を帳票データで把握
必要に応じて波形データで詳細を分析



地方鉄道の安全性向上
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これまでの実績

省コストな列車制御システム
衛星測位技術を鉄道に適用⇒継続課題 マルチパスのイメージ

仰角マスクによる衛星の選択

地方鉄道の安全性向上
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走行安全性にかかわる軌道等の新たな評価方法に関する研究

（平成28～30年度）
予兆を捉えて事故の未然防止を図るための評価手法（特許出願手続き中）

省コスト予防保全支援システム
（プローブ車両）

衛星測位を主体とした技術による列車運転の安全性向上に関す
る研究（平成27～29年度）

レール摩耗・軌間
拡大のリスク評価
脱線事故の防止

発条転てつ器の
モニタリング
転換不良の防止

振動加速度計、GPS等を備えたプローブ
装置を営業車の運転台に設置
可搬型装置で機動性を実現
軌道の異常や徴候を検知

軌道データの遠隔自動収録や走行音デー
タの活用等の検討

GPS、準天頂衛星等の衛星測位技術を
鉄道に適用するための精度向上策

分岐器、曲線等の安全上の重要設備に
関する運転支援手法

現在進行中の研究テーマ



地方鉄道の安全性向上
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通信技術等を活用した鉄軌道・道路交通間における安全性向
上に関する研究（平成27～29年度）

ASV（先進安全自動車）で検討が進められている車車間通信を
路面電車に応用し、安全運転を支援するシステムを検討
⇒ 2013年10月 ITS世界会議東京2013ポストコングレスツアーとして
広島において世界初の路面電車－自動車間通信型ASVデモを実施
（東京大学、マツダ、広島電鉄、交通安全環境研究所の共同研究体）

軌道系交通と道路交通の接点である路面電車や踏切の事故防
止を対象に、通信技術を活用した安全性向上策に引き続き注力

internet

既存の踏切進入
検知情報を活用 踏切に接近する自動車への

列車接近情報を提供
カーナビ等を通して
ドライバーに報知

踏切内の自動車や
歩行者の存在を
接近する列車へ報知

ITS通信

運行管理センタ

汎用通信

ITS通信

現在進行中の研究テーマ

公共交通の導入促進・評価
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公共交通導入効果評価ｼﾐｭﾚｰﾀ等の高度化

交通流シミュレータにより、自動車と混在して走
行するLRTなどの運行を模擬
省エネルギー・環境負荷低減効果の解析

AHP（階層分析法）を用いた導入効果評価手
法の高度化

公共交通の利用環境改善に係る評価

新方式ホームドアなど、利用環境改善につな
がる技術の評価を通じ、利用しやすい公共交
通の整備に貢献

公共交通の導入を進める自治体への支援

モーダルシフト促進のための地域公共交通の整備・高度化に関
する研究（平成26～28年度）

自治体関係者との交流を通じた、導入効果や安全面等の技術的支援

現在進行中の研究テーマ



地方鉄道の安全性向上
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現在進行中の研究テーマ

索道の安全性向上に関する調査・試験

索道を取り巻く背景
多くの索道事業者は経営基盤が脆弱で、経営環境も厳しい

安全性・技術力の低下が懸念されるため、事故情報等を共有して同
種事故の再発防止に役立てるとともに、低コストな予防保全技術の
研究を実施

画像解析によるセーフティバーモニタリング

握索装置やロープの安全性評価試験を実施

索道技術管理者研修やデータベース構築等
による事故情報、再発防止策等の情報共有

鉄道用プローブ技術や画像解析技術を活用
した、索道の安全性向上

国の索道事故調査検討会のメンバーとして、
重大事故発生時には原因究明調査に参画

取組の骨子

主な受託研究・共同研究
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国受託（国土交通省鉄道局）
鉄道車両の磁界に係る低減方策等の調査

民間受託
海外モノレール延伸線の列車制御システムに関する安全性評価
海外新交通システムの信号システムに関する安全性評価
海外新交通システムの信号システムの機能追加に関する安全性評価
新交通システム用新型分岐器の走行試験に関する安全性評価
新交通システムの高速化及び安全対策に関する安全性評価
ホームドアの実駅実証試験に関する技術指導
鉄道車両の性能試験に関する技術指導

研究テーマ 相手先

鉄道のプローブシステムに関する共同研究 日本大学

列車の消費エネルギーの効率化に関する研究 千葉大

摩耗を考慮したレール・車輪形状と車両運動特性に関する共
同研究

上智大

モニタリング台車を活用した軌道管理技術に関する共同研究 茨城大

衛星測位を主体とした運行制御システムの研究 広島電鉄、京三製作所

省エネルギー車両を実現する純回生ブレーキ関する研究 千葉大、東大、小田急電鉄

広島地区における協調型走行支援・自動運転システムの実
証的研究

東大、広島電鉄、中電技術
コンサルタント

共同研究


